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日
頃
の
横
浜
市
技
能
職
団
体
連
絡
協
議
会
の
活
動
に
対
す
る

お
札
と
今
日
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
異
業
種
の
技
能
職
者

の
連
携
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
が

力
を
十
分
に
発
揮
し
て
､
こ
の
不

況
を
乗
り
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
､

｢手
仕

事
､
手
作
業
に
据
わ
る
私
た
ち
職
人
は
'
｢も
の
づ
く
り
の
大

切
さ
｣
や

本
物
の
良
さ
』
を
伝
え
､
後
継
者
の
育
成
に
会

全
体
で
取
-
組
ん
で
い
き
た
い
｣
と

力
強
い
挨
拶
が
あ
-
ま
し

た
｡

- あいさつされる甲田 宏 市長 -
m

来
賓
と
し
て
お
招
き
し
た
中 

宏
市
長
か
ら
は
､
技
連
脇
活 

口 

(月
)
の
研
修
会
終

了
後
'
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー

デ
ン
に
会
場
を
移
し
て
､

午
後
四
時
三
十
分
か
ら

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た 

平
成
十
六
年
新
春
交
沈

金
を
開
催
し
､
市
名
ほ

ど
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
｡

開
会
に
あ
た
り
'
川
上

会
長
か
ら
は
昨
年
の
よ

こ
は
ま
技
能
ま
つ
り
等 

O

平
成
卜
六
年
二
月
二~
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

こ
の
後
､
青
年
部
の
皆
さ
ん
の
遊
行
で 

動
の
横
浜
市
政
に
対
し
て
の
深
い
理
解
と
､
暖
か
い
支
接
に
対

し
て
の
お
礼
や
､
｢今
年
は
'
開
国
自
五
十
年
の
年
で
､
多
く

の
技
能
は
開
港
の
地
横
浜
か
ら
発
展
し
､
そ
の
す
ぼ
ら
し
い
技

能
を
市
民
生
活
火
遁
の
財
産
と
し
て
皆
様
､ 
1人
ひ
と
り
お
持

ち
の
草
越
し
た
技
能
を
確
実
に
継
承
し
て
い
た
だ
き
た
い 

ま
た
､
優
れ
た
技
を
持
ち
真
勢
に
取
り
組
ん
で
い
る
嬰
に
感


銘
を
受
け
'
づ
の
こ
と
に
情
熱
を
持
つ
姿
を
多
く
の
チ
ビ
も
た


ち
に
も
是
非
見
せ
て
い
た
だ
き
､
口
本
の
よ
き
伝
統
を
若
い
技


能
者
に
今
後
も
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
｣
と
期
待
の
こ
も
っ
た


ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

o

'
大
い
に
交
流
会
を
盛

平
成
十
六
年
新
春
真
読
会
開
催 

∴
｣

- 親しく恕鼓される中田 市長 -



●

技
能
職
資
金
融
資
の
募
集 

●


憤
浜
市
で
は
'
枝
碓
胤
の
振
興
や
撞
粥
的
支
ほ
を
図

る
た
め
､
無
利
息

･
無
印
促
の
融
資
を
打
っ
て
お
り
ま
す
｡

融
幣
に
は
'
業
務
用
横
根

･
器
E
L.苛
の
帖
入
資
金
と
し

て
敵
背
す
る
設
備
葦
金
と
'
業
務
用
原
:
料
の
購
入
常

食
と
し
て
敵
や
す
る
振
興
部
念
が
あ
り
ま
す 

平
成
十
六
年
匿

横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
･

横
浜
市
技
能
職
団
体
の
募
集 

顧
慮
.価
届

研

修

会

の

開
催

平
成

-
六
年
二
月
二
日

へ月
)
.
技
能
文
化
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル
で
､
ハ
マ
ふ
れ
ん
ど
事
業
上
セ
ミ
ナ
ー
が
閲
惟

さ
れ
､
技
通
脇
と
し
て
も
参
加
者
総
数
口
.九
十
五
人
の

う
ち
ヒ
ト
1名
が
参
加
し
ま
し
た
｡

今
帽
の
セ
ミ
ナ
ー
は
蔑
称
紙
数
氏 

(㈱
東
京
商
⊥
リ

サ
ー
チ
情
報
即
発
統
折
本
郎
取
締
役
本
部
長
)
を
講
師

に
迎
え
､
｢と
う
生
き
残
る
･･
二
′皮
目
の
転
換
期
｣
と

過
し
て
､
｢
こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
は
､
国
際
化

･
諸
齢

化

･
環
境
が
キ
ー
ワ
ー
ド
｣
､
｢健
常
者
は
､
柔
軟
な
発

想
の
で
き
る
後
継
者
の
育
成
が
大
切
｣
等
､
捜
解
な
現

場
糧
験
を
蹄
ま
え
た
軽
骨
分
析
や
今
後
の
経
消
情
勢
を

交
え
な
が
ら
の
熟
の
こ
も
っ
た
講
続
に
は
､
参
加
さ
れ
た

方
も
､
外
の
寒
さ
を
忘
れ
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
. 
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鍋横
浜
市
で
は
~
平
什
申

･
手
作
菜
を
主
体
と 

習
作
に
熟
練
を
要
す
る
技
碓
職
名
等
の
後
継
常
育
成

の
た
め
演
劇
す
る

｢構
脈
マ

タ
ー
｣
へ

と

イ
ス

技
能
純
音
)

技
舵
機
育
成
用
体
｣ 
(技
能
職
者
等
で
御
株
す

｢横
浜
Er

◇
対

象

者

技
能
職
者
で
市
内
で 

市
内
在
什

･
駐
菅
の
方
｡

以
し
い
る
経
常
者
の
il=T

◇
融
資
額
等

貸

金

良

貨

軒

〔対
象
穂
柴
の 

受
付
期
間 

用

途

郎
禦


エ
ア
コ

内
装
施
行
を
含
む
｡
 

i

◇
お
問
合
せ

牢
以
上
伺 
■
職
井
を
常
み
､

る
川
体
)
を
弟
果
し
ま
す
｡

タ
ー
に
選
定
き
れ
る
と
横
浜
マ
イ
ス

横
浜
マ
イ
ス

【た
だ
し
､

∴

僻
髄
以
L
締

称
号
か
授
与
さ
れ
'

九
町
使
川
'
活
劇
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
｡

ま
′l

単
年
度
で 
.十
万
円
を
上
限
と
し
て
ー
活
動
奨
励
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
｡

現
在

一卜
人
の
牌
浜
マ
イ
ス

帝
成
､
地
域
や
巾

･
区
行
中
で
の
技
能
披
露

･

学
校
等
で
の
技
能
指
塀
に
括
畑
中
で

◇
小
込
み

相
月
.口

で
に
所
定
の
昭
歓
で
巾
民
局
勤
労
福
祉
課
へ 

の
ホ
ー
ムペ
ー
シ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

◇
お

問
合
せ

骨
又
は
経
営
し
ょ
う
と
し
て
い
る
ガ
､
従
業

口
が
ト
人

は
除
き
ま
す
し
) 

備
資
金

設

加
万
円
〜 

50｢｣刑
万
円

撮
異
音
全

20
万
円
-50

万
円

日 
1
月 
3
月

2
か
月
据
置 

20
回
日
放
返
還 

3

分
の 
2
以
内
) 

5
月 
7
月 
9
月

日

柾
年
収
丘
卜
方
円
を
上
限
と
し
て

､
横
浜
肘
掘
能
僻
育
成
川
体
に
選
定
さ
れ
る
と

タ
ー
か
､
口
々

す 

へ木
)
か
ら
血
月
卜
日 

業
稚
用
機
械

･
器
具

【新
品
)

は
､
こ
来
庁
ま
た
は
お
屯
轟
で
ご
請
求
い

賓
ン
.

等
の
藁

用
)･

ロ

亜
浜
市
市
民
局
勤
労
幅
礼
課

6
か
月
据
置 

50
同
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蔽
返
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〒
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T
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岡
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7
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ヽ
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h
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ソ 
(
h
t
t
p
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e

aJ/

k
h
lP

P
m

で

も詳
し
い

内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す 
I
な
お

書
は
勤
労
隔
乱
課
ま
で
お
花
静
で
ご
請
求
い
た
だ
-

iE
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
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ダ
ウ
ン
ロ
ー
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で
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す
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14:/ 価勝. 田中 音岩 神票川宝飾工芸組合 B 416ピン 

A 255ビン 

399ビン 

223t

和栗 衛一 横浜市板金組合連合会 B 

神奈川県印章糞組合連合会青年部 

林 雅棉 神奈川県洋服商工業協同相含

…貰 伊藤 仲明 神奈川宝醜工芸組合 
赤羽 竜次 椿浜市理容連合会

6位 勝又 香港 神奈川宝飾工芸組合 
7位 菅原葛-鮎 神宗川宝飾工芸組合 
8位 高橋 雄二 横浜表装インテリア協会

伊藤 伸明 神奈川宝飾工芸組合 B 

捜連協青年部 B 

中久保鷲だ 械浜シャツ商工組合 

2D位 宍肯 点 検浜Jt細舎連合会 

臼井 瑞穂

ハイケーム賞 

チ-ヒ一昔

風間 英治 榛東シナ､ノ商工組合 

堀内 裕司 技連協青年部 
生田 瓦別

80位 山際 栄一 妓連協青年部 

ラッキー賞 

個人価勝の田中覆岩さん 
(川上三七会長と)

巳
悪霊;糧 宗主重器 
挽浜市建設労働組合連合会

4位 神奈川県洋服商工集協同親告 
5位 横浜市素姓インテリア協会 

2 

横浜市左官業協同組合

闇 藁 葺 薫 慈 冨 

B 

. 10位 横浜市理容連合会 
11位 横浜シャツ商工組合

8 

横束畳組合連合会 
波速協青年部 A 

団体価勝 神奈川宝飾工芸舶含βチーム 

9位 横浜市板金組合連合会 8 
1 …琵 監 護蓋琵芸芸≡器 芸…含AA

技連協青年部 

l
讐笠
3位

理事長音

L

人
か
ら
学
ぶ

◆◇職

耗
座 

156ビン 
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1
0
8
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3
3
2
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臓
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岡
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t
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く
の
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朴
鶴
川
蛇
洋
装
私
人 

●● 
神
祭
日
航
汀
法
親
告
止
へ 
会

● 

u

u L

回
好

い
た
だ
き

の
鴨
と

和
服
裁
縫
師
か
ら
学
ぶ
浴
衣
の
軽
い
方
｣
火
曜
コ
ー
ス

金
曜
コ
ー

評 

民
の
方
々
に
参
加
を

3
40
50
6

0位
位

位
8位

70位 川上 敬洋 神票川県印章美組合連合会青年部 

こ
れ
も
ひ
と

上
げ
ま
す
｡

え
に
捜
連
協
各 
Ⅷ
体
の
ご
協
力

B 

熱戦の会場風景 

｢｢和
服
裁
縫
師
か
ら
学
ぶ
浴
衣
の
縫
い
方
｣

神
余
日
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和
服
収
縫
協
同
触 
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卜
一日
-

t
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ロ
か
ら
学
ぶ
お
い
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い
コ
ー
ヒ
ー
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入
れ
方
｣

ヲ餅
的
市
朴
史
飲
食
喫
私
果
逓
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会

六
円
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-
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布
団
の
作
り
方
｣
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団
屋
さ
ん
か
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学
ぶ
座

格
浜
纏
托
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工
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日

月
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(日
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豆
腐
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さ
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学
ぶ

豆
腐
作
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｣

軌
的
豆
腐
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業
協
同
凱
ム〓

t

ヒ
ロ
ト 
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の
コ
ツ
と
色
の
使

九
月
二
I
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ロ
か
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ぶ
ペ
ン
キ
塗
り
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奈
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塗
港
協
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｢

婦
人
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師
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ボ
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カ
ー

ト
の
縫
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｣
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八
日
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九
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｢プ
ロ
か
ら
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ぶ
お
し
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れ
な
カ
ク
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作
り
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椴
浜
市
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飲
食
喚
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梁
連
合
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縫
師
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ぶ
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月
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菓
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屋
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か
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菓
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り
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